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大阪工業学校創設時の佐々木政父宛小山健一一一書簡二通
せいがい
この設術は佐々木政父の子怠佐々木芳蔵氏所蔵のものを、町佐々木政ザ〈伝hの執紘一正当られた燦沼貞一郎氏から紹介いただき、今回、鎌谷氏収集
にかかる大阪工業学校創立関係資料および論文掲載に当たり、関述づけて掲我させていただいたものである。なお同伝記の中にもこの史料が紹介されている。佐々木政父は大阪府岸和田出'身、明治一九年大紋府会議員を総て明治二一一一年衆議院議員に大波府より選出され、明治一一一六年政界止を引退するまでの罰議員とし 活躍し、主に大阪地方の産業、金融、鉄道、教育 関与した。中でも数民生 の経験な学校設立迷動に生かし、大阪工業学校の設立のほか多くの大阪府下 学校設立に情熱なかたむけている(宮本又次総吋佐々木放火伝
h)。このことは本誌一一一ページに「衆議院、(大阪)工業
学校設綬一一関スル建議案'穏資特別委日以」のメンバー 中に佼々木の名が同門んられることによっても裏付けられ明治二八年は大阪工業学校創立(明治二九年五月)前年であり、小山健 一一は大阪北浜の神一戸皮滞在中 佐々木にこの手紙を送っている。小山は東京工業学校教授兼文部議記官から明治二八年八月 高等商業学校長派文部省参事官になってい 。文中で「転任」とあるのはこのことをさしている。また、二通
g
は工業学校創立直後のもので同じく神戸展方の佐々木に宛
ている。文頭より工業学 長選出についての苦心がよみとれ 。片附とあるのは、このころ大 府書記官を辞し、日本銀行へ入った片同直輝 ことと思われる。片岡はやがて日銀大奴支店 長となり、大阪 財界に活躍した。小山は大阪府設記官時代の片岡から大阪工業学校長として招 れたが辞した いう(三十四銀行発行『小山健三伝』)。諮問山の中で「参事官ノ十物杯ヲ麹スヨリハ勝レリ」と寄っている はこ ことをさしてい かもしれない。しかし大阪築港卒業のこと、工業学校のことなど大阪のことにも心を動かされて た綾子や、大阪方聞に出向いた きは 佐々木の郷援である岸和問で大阪の今後について話合いたいと う意向がくみ れるように思う。
(資料は四一一一ページに掲載)
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